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短大生の調理教育に関する研究（２）
Ⅰ　はじめに
近年、食への関心が高まる一方で、調理への関
わりが希薄になっていることは周知のことである
（１）（２）（３）。我々は学生達の調理の技能習得および
健全な食生活を実践できる能力を目指す授業内容
を考える上で、学生の調理実態を把握することが
必要と考えた（４）（５）（６）。前報（７）では、短大入学
生の食生活状況や調理への態度、調理能力等の検
討を行ったが、本報では短大入学生の調理実態や、
調理習得方法の検討を行ったので報告する。
Ⅱ　研究方法
１．調査対象と調査時期及び方法
2007～ 2009年入学生（計 254名）を対象とし、
自己記入法により第１回目の授業時に調査用紙を
配布、記入後即時回収した。
２．調査内容
調理に関わる家事や主な調理操作、さらに料理
51品目について調査を行った（表１）。
Abstract
The purpose of this study was to contribute to cooking education given to junior college students. 
Students （254） newly admitted in 2007-2009 were surveyed to find their cooking experience of 51
dishes in addition to their cooking habit at home and their awareness of cooking and food. This study 
also included a comparison with students （193） admitted in 1994-1995. The survey dishes showed 
that the two student groups did not differ in the cooking experience of popular cuisines before junior 
college. However, some dishes were learned at earlier stages of life and others were experienced 
less frequently. “Mothers” were increasingly an information source of learning how to cook some 
western dishes and cakes, and “books and TV” were the information source less often than before. 
“Grandmothers” were increasingly replacing “mothers” as an information source for traditional 
cuisine.
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短期大学における調理教育を考える一助とするため、2007～ 2009年の入学生（254名）を対象とし、
家庭における調理実態と調理・食への意識や態度と併せ、料理 51品目の調理歴について調査し、1994
～ 1995年入学生（193名）との比較も含めて検討を行った。その結果、料理の調理歴では、入学時ま
での調理経験の高いものでは、差はみられなかったが、一部の料理で習得時期が早くなる一方、調理
経験の少なくなる品目がみられた。料理の習得の情報源では、幼児期から小学校中学年で一部の簡単
な洋風料理や洋菓子では、「母親」が増え、また「本・テレビ」が減少し「その他」が増えていた。伝
統的な料理では「母親」が減少し、代わって「祖母」が増加するなどの変化がみられた。
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表 1 家庭における調理実態についての質問事項
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調査結果の検討にあたっては、一部、1994年
と 1995年入学生（計 193名）との比較を行った。
３．検討項目　
（1）調理にかかわる家事の開始年齢
（2）基本的調理操作の経験の有無、開始年齢、
情報源
（3）料理 51品目の経験の有無、開始年齢、
情報源
Ⅲ　結果と考察
１．調理に関わる家事歴
図１は 2007～ 2009年入学生の調理に関わる
家事の経験状況を示したものであり、1994年と
1995年入学生と比較した。尚、調査対象について、
以降 1994・5年入学生、2007～ 09年入学生とする。
はじめに、調理に関わる家事歴をみると、2007
～ 09年入学生は、1994・5年入学生同様、短大
入学以前に学生の９割以上が家事のすべてについ
て経験していた。この中で 1994・5年入学生は、
小学校以前に「買い物に行く」と「食卓の準備」
で１割の者が手伝っていたことがあり、小学校中
学年になると「食卓の準備」は 7割の者が経験
し、「買い物に行く」「食器の洗浄」「食器を拭く」
は 6割の者が経験していた。また、「包丁で食品
を切断」では４割の者が、「料理を作る」は１割
の者が経験していた（６）。これに対し、2007～ 09
年入学生では、小学校以前に「買い物に行く」「食
卓の準備」は２割位の者が、「食器の洗浄」「食器
を拭く」「包丁で食品を切断」では、１割の者が
家事を経験していた。また、小学校中学年では「食
卓の準備」は８割の者が、「買い物に行く」「食器
を拭く」では 7割の者、「食器の洗浄」「包丁で食
品を切断」は６割、「料理を作る」では２割の者
が経験していた。
以上より、小学校以前、小学校低学年から簡単
な家事に参加し、小学校中学年頃からは包丁を
使った家事に多く参加し、子供達の家事に参加す
る意識が強いことが解った。また、母親の意識も
子供に家事を手伝わせるべきだと強く思っている
と考えられ（８）、家事参加に関しては低年齢化が
進んでいると推測される。
２．基本的調理操作習得歴
図２は 2007～ 09年入学生の基本的調理操作の
有無を示したものである。
まず、基本的調理操作の経験を比較した。
1994・5年入学生では短大入学前に「ご飯を炊く」
「青菜を茹でる」「乾麺を茹でる」は学生の９割の
者が経験し、「だし汁をとる」は６割、「ホワイト
ソ－スを作る」は５割、「魚をおろす」は３割が
経験していた（６）。これに対し、2007～ 09年入
学生は短大入学前に「ご飯を炊く」「乾麺を茹でる」
は９割ほどの者が、「青菜を茹でる」では７割の
者が経験していた。また、「だし汁をとる」は５割、
「ホワイトソ－スを作る」は４割に減少したが、「魚
をおろす」は４割ほどと少し増加した。日常的な
単純調理操作「ご飯を炊く」「乾麺を茹でる」は
経験している者が多いが（９）、「青菜を茹でる」「だ
し汁をとる」「ホワイトソ－スを作る」などは経
験が低くなっていた。
次に、各基本的調理操作で調理経験した者が１
番多い年代を比較した。1994・5年入学生は基本
図 1 調理に関する家事暦
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的単純調理操作の「ご飯を炊く」「青菜を茹でる」
は小学校中学年で 1～２割しか経験していない
が、2007～ 09年入学生では、２～４割と多くの
者が経験していた。また、「魚をおろす」「だし汁
をとる」「ホワイトソ－スを作る」など、複雑な
調理操作では 1994・5年入学生は小学校高学年で
は 0.5割～ 2割弱の者が経験していないのに対し、
2007～ 09年入学生では、１～４割と経験するも
のが増加していた。
単純調理操作を経験する者は減少しているが、
経験する時期は低年齢化していた。料理作りは、
時間がかかる為、化学調味料・レトルト食品・缶
詰などを使用するものと考えられたが、嗜好の変
化も減少の一因と推測した。
３．基本的調理操作の情報源
図３は、2007～ 09年入学生の基本的調理操作
に関わる情報源を示したものである。
1994・5年入学生の情報源と比較すると、1994・
5年入学生では日常行われる「ご飯を炊く」「青
菜を茹でる」「乾麺を茹でる」は学生の７割以上、
「魚をおろす」では５割以上が母親や祖母から習っ
ていた。また、「だし汁をとる」は６割の者、「ホ
ワイトソ－スを作る」は４割の者が学校で習得し
た。次に「ホワイトソ－スを作る」は本やテレビ
から３割、母親や祖母からも３割弱の者が習って
いた（６）。これに対し、2007～ 09年入学生では「ご
飯を炊く」「乾麺を茹でる」「青菜を茹でる」は 7
割以上が母親や祖母から習得し同様の傾向であっ
たが、「魚をおろす」「だし汁をとる」は母親や祖
母から４割が習い、「魚をおろす」、「だし汁をとる」
「ホワイトソ－スを作る」では 4～ 5割が学校で
習得し、「ホワイトソ－スを作る」は 3割が本や
テレビから情報を得ていた。
以上、簡単な調理操作を母親や祖母から習うこ
とについては大きな変化はなかったが、知識や技
術、手間のかかるものは母親や祖母からの習得が
減少し、学校、本やテレビなど外部からの習得が
増加する傾向であった。
４．料理の経験年齢
入学時における料理 51品目の調理状況は
1994・5年入学生では「作ったことがある」
49.6％、「作ることができない」40.6％、「どん
図 3 基本的調理操作の情報源
図 2 基本的調理操作暦
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な料理か知らない」10.6％であった（６）。次に、
2007～ 09年入学生では、「作ったことがある」
43.1％、「作ることができない」47.9％、「どんな
料理か知らない」9.1％であった。2007～ 09年入
学生は 1994・5年入学生より「作ったことがある」
ものが減少し、調理経験がないものや料理も知ら
ないものが増加した。
次に、料理及び菓子 51 品目について、入学
時までに調理経験した年代を８段階に分け記入
させた。図４は、2007～ 09年入学生と 1994・
5年入学生入学時における料理及び菓子 51品目
の「作ることができない」「知らない」を除いた
全料理の年齢段階別経験率を示したものである。
1994・5年入学生では「小学校入学以前に作った」
0.7％、「小学校低学年で作った」2.0％、「小学校
中学年で作った」9.9％、「小学校高学年で作った」
19.7％、「中学生で作った」41.3％、「高校生で作っ
た」26.4％であった。次に、2007～ 09年入学生
では「小学校入学以前に作った」0.6％、「小学校
低学年で作った」4.3％、「小学校中学年で作った」
12.0％、「小学校高学年で作った」21.3％、「中学
生で作った」34.2％、「高校生で作った」27.5％で
あった。このように調理習得時期では小学校低学
年から高学年が大きく増加し、低年齢化傾向がみ
られた。
図５は、2007～ 09年入学生と 1994・5年入学
生の入学時における料理及び菓子 51品目の年齢
段階別調理経験累積比率を示したものである。　
最初に経年変化の少ない料理では、調理経験が
高いものが多い。すなわち、90％以上の料理では
「目玉焼き」「焼き肉」「味噌汁」など、80％以上
の料理では「カレ－ライス」「卵巻き」「焼きめし」
「冷やしソ－メン」などであり、若者が好きな料
理で手軽に作れる料理は調理経験が高く（10）、経
年変化は殆ど見られなかった。一方、調理経験が
少ない「赤飯」「煮豆」「潮汁」「麻婆豆腐」「親子
どんぶり」「じぶ煮」「ぬた」「拌三糸」「えびす」「な
すのオランダ煮」などは、若い世代に好まれない
料理であるが、経年変化は見られなかった。
次に、経年変化が大きい料理は、「天ぷら」「酢
豚」「煮魚」「焼き魚」「煮込みうどん」「シチュ－」
「茶碗蒸し」「トンカツ」「芋コロッケ」「芋サラダ」
「海老フライ」「酢の物」「焼きプリン」「ピラフ」
など揚げものや手間のかかるもの、嗜好に合わな
い和風料理であった。経年変化が大きい料理は前
報でも述べたが、母親が社会進出により調理簡便
化・外部化が進み、料理を作らなくなったことに
よると思われる。
経年変化が僅かに上昇がみられた料理は「野菜
サラダ」「ホットケ－キ」「クッキ－」「コンソメ
ス－プ」「巻き寿司」など簡単な料理や菓子であり、
小学校入学前から小学校中学年にかけて調理経験
率が少し増加していた。すなわち、1994・5年入
学生より 2007～ 09年入学生の方が幼児期～小学
校中学年にかけて、こねる、切る、巻く、焼くな
ど簡単な調理に興味を示していることが伺える。
又母親においても家事や料理づくりへの参加を促
したと思われ（８）、母親といっしょに楽しく調理
したものと考えられる。
以上、経年変化の少ないものは、調理経験が多
い日常食と調理経験が少ない伝統食・行事食・和
風料理などにみられた。また、経年変化の大きい
ものは、煩雑で技術を要する料理や嗜好に合わな
い嫌いな料理であった。さらに、一部の料理では
習得時期が早くなる一方で、ほとんどの料理は調
理経験が少なくなる傾向がみられた。
図 4 料理の習得時期
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図 5 料理およびび菓子 51品目年齢別調理経験累積比率
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（２）　調理法の習得方法
図６は、2007～ 09年入学生と 1994・5年入学
生入学時における料理及び菓子 51品目の習得方
法を示したものである。1994・5年入学生の全
料理の習得の平均は「母親から習った」65.1％、
「本やテレビで知った」16.2％、「学校で習った」
11.8％、「祖母から習った」3.5％、「その他」3.4％
であった。これに対し、2007～ 09年入学生では
「母親から習った」61.9％、「本やテレビで知った」
12.0％、「学校で習った」9.6％、「祖母から習った」
5.1％、「その他」11.5％であった。「母親から習った」
「本やテレビで知った」「学校で習った」習得は２
～４％少なくなったが、「祖母から習った」や「そ
の他」では２～８％程高くなった。その他は項目
の記載はないがインタ－ネットで調べていると推
測され、情報源では家庭外からのものが多くなる
傾向であった。
図７は、2007～ 09年入学生と 1994・5年入学
生の入学時における料理及び菓子 51品目の習得
方法別比率を示したものである。
まず、料理の習得源が前回と同様の傾向を示す
ものに「目玉焼き」「味噌汁」「カレ－ライス」「卵
焼き」「煮魚」「焼き魚」「焼きめし」「シチュ－」「と
んかつ」「野菜サラダ」「冷やしそうめん」「ハン
バ－グ」「寄せ鍋」などがあり、これらは、一般
的に家庭でよく作られる料理で母親から多く習っ
ていた。
次に、「ぬた」「えびす」「潮汁」「天ぷら」「粕
汁」「即席漬け」「粕汁」など和風料理は、調理歴
が低いばかりでなく、習得の情報源でも母親が減
り、祖母が増えていた。
また、「じぶ煮」「芋コロッケ」「コンソメス－プ」
「グラタン」「パン」「ピラフ」「クッキ－」「ホッ
トケ－キ」「デコレ－ションケ－キ」「拌三糸」な
どこれらは児童に好まれる洋菓子や、有名な郷土
料理、学校給食でよく出される和え物、好きな洋
風料理などは母親からの習得が増えていた。
　その他「じぶ煮」「茶碗蒸し」「潮汁」「酢豚」
「ピザ」では学校での習得率が高く、また、「パン」
「クッキ－」「ババロア」「デコレ－ションケ－キ」
「焼きプリン」などの洋菓子は本・テレビなどか
ら習得しており、前回と同様な傾向であった。
以上、調理歴は全般的に低くなる傾向の中で、
唯一幼児期～小学校中学年において簡単な料理や
洋風料理は母親からの習得が増えていた。また、
行事食・郷土料理・和食料理は調理歴が低くなり、
習得の情報源では母親が減り、祖母が増えていた
ことは、今後家庭での伝承は期待できないことが
推察された。
Ⅳ　まとめ
短期大学における調理教育の方向を考える一助
とするため、入学生の調理実態のうち、特に調理
歴を検討した。
①　簡単な家事は幼児期・小学校低学年から経
験しているが、複雑な家事は小学校中学年頃から
経験していた。
②　日常行う調理操作「ご飯を炊く」「乾麺を
茹でる」など経験している者は多いが、「青菜を
茹でる」「だし汁をとる」「ホワイトソ－スを作る」
などは経験者が少なくなった。
③　簡単な調理操作は母親や祖母から習い、知
識や技術を要するもの、手間のかかるものは学校
で習得しているが、家庭外からのものも多くなる
傾向であった。
④　調理経験では作ることのできないものが若
図 6 料理の習得方法
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図 7 料理およびび菓子 51品目習得方法別比率
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干増え、習得時期では低年齢化傾向がみられた。
⑤　経年変化の少ないものは、調理経験が多い
日常食と伝統食・行事食・和風料理など調理経験
が少ないものにみられた。
⑥　経年変化の大きいものは、煩雑で技術を要
する料理やあまり好まない料理であった。また、
一部の料理では習得時期が早くなっていた。
⑦　調理歴は低くなる傾向の中で、簡単な洋風
料理や菓子は幼児期～小学校中学年にかけて母親
からの習得が増加した。
⑧　伝統的な和食では調理歴が低いばかりでな
く、習得の情報源でも母親が減り、祖母が増えて
いた。
以上、短大入学生の調理実態や、調理習得方法
について調査したが、 1994・5年入学生より、ほ
とんどの料理は調理経験が少なくなる傾向がみら
れた。また、習得方法では、日常食は母親から習っ
ているが、伝統食 .行事食などでは、母親からの
習得が減少し、僅かではあるが祖母からの習得が
増えていた。今後、家庭における調理の簡便化傾
向が進む中で、調理経験はさらに少なくなると考
えられ、母・祖母からの伝統食・行事食の伝承は
期待できないことが推察された。このことから、
授業の中でも伝統的な食文化を伝える努力が必要
と考えられる。
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